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今

昔

物

語

集

「目

録
」
考

そ
の
表
題
形
式
に

つ
い
て

山

口

康

子

今
昔
物

語
集

に
お

い
て
、
各

説
話

の
表

題

は
、
霊

異
記

そ

の
他

の
出
典

先
行

文
献

の
表
題

と

は
関

係

が
な
く

、
独

創
的

な

つ
け
方

を

し

て

い
る

と

(注
1
)

い
わ
れ

て

い
る
。
本

文

は
片
仮

名
宣

命
体

と

い
う

や

・
特

殊

な
表
記
法

で

あ

る

が
、
表
題

は
変

体
漢

文
体

と
目

さ

れ
る
漢

字

の
み

の
表
記
法

で
あ

り

、

(注
2
)

各

巻

の
巻

頭

に
目

録
を
有

す

る
。

一
般

に
、
説

話
集

に
お
け

る
巻

頭
目
録

は

、
必
ず

し

も
そ

の
説
話

集

の
編
著

者

の
作
成

に
か
か

る
と

は
限

ら
な

い

が
、
今
昔

物

語
集

に

つ
い
て

い
え

ば
、

編
著
者

自
身

が
編

著

の
時
点

に

お

い
て
作
成

し

た
も

の
と
考

え

て
よ

い
と
思
う

。
今
昔

物
語

集

に
お

い
て
は

、

類

聚
さ

れ

た
説
話

の
構
成

か
ら
考

え

て
、
表
題

の
み
記

さ
れ

て
本

文
を
欠

(
圧
4
)

く

十
数
話

の
題
名

は
、

編
著

時

に
書

か

れ
た
も

の
で
、

そ

の
際

適

当
な
資

料

を
手

許

に
欠
く

か
、

何

か
そ
う

い
う
類

い

の
理

由

で
本

文

の
執
筆

が
延

期

さ

れ
、
そ

の
ま

ま

に
な

っ
た
も

の
と
考

え

ら
れ

て

い
る
。

編
著
者

が
書

い
た
も

の
で
あ

れ
ば
、

当
然

そ
れ

は
本

文

の
記

述

と
深

い

つ
な

が
り
を

持

っ
て

い
る
で
あ

ろ
う

。

編
著
者

は

、
個

人

で
あ

る
か

、
又

は
あ

る
言
語

集
団

に
属
す

る
複
数

で
あ

る

か
は
別

問
題

と
し

て
、

説
話

表

題

の
記

述

に
は

、
編
著

の
意

図

や
方
針

が

反
映

し
た

に
相
違

な

く
、
然

る

べ
き

訓

み
が
予

定
さ

れ

て

い
た
も

の
で
あ

ろ
う
。

並

べ
ら

れ
た
漢

字

の
字

面

か
ら

一
応

の
意

味

は
と

れ
る

に
し

て
も

、
今
昔

物
語

集

の
説
話

表
題

は

正
確

に
訓

ま
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
し
、

又
、

現

に
刊
行

さ
れ

て

い
る
日

本

古

典
全
書

「
今
昔
物

語
集

」

(
朝

日
新
聞

社

・
以

下

「全
書

」

と
略

称

す

る
。

)
に
し

て
も

、
日
本

古

典
文

学
大
系

「
今

昔
物

語
集

」

(
岩
波

・

以
下

「
大

系
」

と
略

称
す

る
。

)

に
し

て
も
、
説

話
表

題

に
訓

み
を

一
応

付
し

て

い
る
。

し

か
し
、
本

文

の
訓

み

に
精

密

さ
を

期
す

る

に
比
し

て
、

説
話

表
題

の
訓

み

は
等

閑

視
さ

れ

て

い
る

の

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

と
は

い
え
、

目
録

を
訓

む

に
際

し

、
何

を
基
準

に
訓

み
を

決

め
る

べ
き

か
、

実

は
明
ら

か

で
な

い
。

今

、
私

は
、

一
つ

の
試

み
と
し

て

、
巻

二
十

四

の
和
歌

説
話

の
部

分
を
手

が
か
り

に
し

つ

・
、
今
昔

物

語
集

の
目

録
作

成

者

の
、

表
題

記
述

に

お
け

る
基
本
的

な
態

度
を

、

明
ら

か
に
し

て
み
た

い

し
と
田
U
、つ

な

お
、

目
録

に
記

さ
れ

て

い
る
表
題

と
、
本

文

に
付

さ
れ

て

い
る
表
題

(
以

下

か
り

に

「
内

題
」

と
よ

ん

で
お
く
。

)
と

に
、
多
少

の
差

異

の
あ

る
事

例

が
み
ら

れ

る
が
、

数
も

少
な

く
、

さ
し
あ

た

っ
て
当

面

の
問
題

に
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直

接

か
か

わ
り

の
あ

る
差

異

で
も

な

い
の
で
、
必

要
な

場
合
ロ
に
そ

の
都
度

述

べ
る

こ
と

に
す

る
。

以

下
、
特

に
断

わ
ら

な

い
限
り

、
巻

頭

の
「
目
録

」

を
対
象

に
す

る
。

調
査

の
底
本

と
し

て

「大

系
」
本

を

使
用

し

た
。

用
例

の
表

示
は

、
巻

数
を
漢

数
字

で
、

説
話

番
号

を
算

用
数

字

で
、

「
二
四
1

31
」

(
巻

二
十

四
第

三
十

一
話

)

の
よ
う

に
示
す
。

二

今
昔

物

語
集

巻

二
十
四

「
本
朝

付

世
俗
」

の
第

三
十

一
話

か
ら

第
五

十

七
話

ま

で
の
計

二
十

七
話

は
、
伊

勢

御
息
所

以

下

の
平

安
歌

人

た
ち

に
関

す

る
和

歌

説
話

で
あ

り
、

仏
教
的

な
色

つ
け
は
皆

無

で
は

な

い
が
、
主

と

し

て

「
微
妙

ク
」

(
「
大
系

」

四
、

三
三

一
ぺ

一
一
行

・
二
四
「

35
)
和

歌

を

詠
む

こ
と
を
顕

彰
し

て

い
る
。

こ
の

一
群

の
説
話

は

、
す

べ

て
そ

の

表

題

に
、

は

っ
き
り

「
讃

和
歌

語
」

と
記

し

て
、
和

歌
を

詠
ん

だ

こ
と
自

体

が
、
説

話
内

容

の
中

心

で
あ

る

こ
と
を

示
し

て

い
る
。

他

の
巻

の
説

話

で
、
和

歌
説
話

と
も

み
な
さ

れ

る
も

の
に
、

巻
三
十

所

収

の
全

十

四
話

が
あ

る
。

こ
の
巻
三

十

の
説
話

は
、

一
応

平
安
貴

族
社

会

の
歌

人
、

文
人

を
主

人
公

と
し

、
和

歌
も

含

ん
で

は

い
る

が
、

そ

の
表

題

(注
7
)

に
は

、
第

十

二
話

の
み
を

除

い
て
、

「
讃

和
歌

」

が
な
く

、
形
式

的

に

み

れ
ば
和

歌

を
含

ん

で
は

い
て
も

、
内

容
的

に

み
れ
ば

説
話

の
中

心
は
他

に

あ

る
も

の
と
考

え

ら
れ

る
。

又

、
説

話

表

題

か
ら

み

て
、
「
和
歌

」
に
か

か
わ
り

が
あ

る

の
は
、
巻

二

十
四

以
外

に

は
、
巻

十
第

十
八

話

・
巻

二
十
七

第
四

十
五

話

・
巻
三

十
第

十

二
話

の
計
三

話

だ
け

で
あ

る
が

、

こ
れ
ら
も

そ

れ
ぞ
れ

和
歌

説
話

と
し

(
注
8
>

 て
採
録

さ

れ

て

い
る
わ
け

で
は
な

い
。

内
容

か
ら

み
て
も

、
説

話

の
表
題

か

ら
み

て
も
、

「
和

歌
説

話
」

と

い

え

る
も

の
は

、
や

は
り
、

巻

二
十
四

の
第

三
十

一
話

か
ら

第
五

十
七
話

ま

で
の
計

二
十

七
話

の
み

と

い
う

こ
と
に
な

る
。

今
、

こ
の
部
分

を
手

が

か

り

に
し

て
、
今
昔

物

語
集

の
説

話
表

題

に

つ

い
て
考

察
し

て

み
た

い
。

三

 

巻

二
十
四

の
和
歌

説
話

の
表

題
を

み

る
と
、

題
名

の

つ
け
方

に
、

は

っ

き

り
し

た
統

一
、

一
貫
性

が
あ

る

こ
と

が
分

る
。

す

な

わ
ち
、

こ
の
部
分

に
お

い
て
は

、
後
述

の
計

五
話

の
例

外

を
除

い
た

、
計

二
十

二
話
す

べ
て

の
説
話

の
表

題

が
、

「
(
主

語

)
+

(捕

足

語

)
+
讃
和

歌
語

」

=

=

歌
の
よ
み
手

歌
の
対
象

歌
っ
た
場
所

歌
っ
た
時

歌
っ
た
理
由

歌
っ
た
動
機

の
構
成

を

持

っ
て

い
る

こ
と

が
分

る
。

こ

の
構

成

に

一
致

し
な

い
五

例

の

例

外
、
す

な

わ
ち

、
表

題

の
冒
頭

に

「主

語
ー

歌

の
よ

み
手
」

が
来

な

い

事

例

は
、
第

三
十

一
話

、
第

四
十
話

、
第

四
十

一
話

、
第

四
十

二
話

、
第

四

十

六
話

の
計

五

話

で
あ
り

、

こ
れ
ら

は

い
ず

れ

も
、
表

題

の
冒
頭

の
語

句

が

、
帝

や
院

の
名
前

で
あ

る
。
す

な

わ
ち

、

こ
れ
ら
五

例

の
冒
頭

の
語

句

は

、
そ

れ
ぞ

れ
、
第

三
十

一
話

「
姻
喜

御

屏
風

」
、
第

四

十
話

「う圓
融

院

御
葬

送
夜

」

、
第

四

十

一
話

「
一
条

院
失

給
後

」
、
第

四

十
二
話

「
飛

箇
院

女
御
失

給
後

」
、

第

四
十

六
話

「
於
河

鍵

」

で
あ

っ
て
、

こ

の
よ

う

に
帝

や
院

の
名

前
を

含

む
補
足

語
を

そ

れ
ぞ
れ

冒
頭

に
置

い
た
後

、

そ

の
下

に

「主

語
ー

歌

の
よ

み
手
」

を
置

い
て

い
る

の
で
あ

る
。

第

四
十

六

話

の

「
河

原
院

」
は
、

人
名

で
は
な
く

場
所

で
あ

る

が
、

こ
の
場
所

は
、
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宇
多

院

の
仙

洞
御
所

と

な

っ
た
有

名

な
由

緒
深

い
場

所

で
あ

る
。

こ
の
五
例

の
冒

頭

に
置
か

れ

て

い
る
補

足
語

は

、

い
ず

れ
も

場
所

や
時

を

示
す

も

の
で
あ

る
が

、
他

の

「
於
」
を

伴
な

っ
て
場
所

を

示
す
語

句

は
、

こ

の
例
外

的

な
第

四
十

六
話

「
於

河
原
院

」

の
場
合

以
外

は

、
す

べ
て

(

四

例

)
表

題
構

成

の
中

間
部

に
入

っ
て

い
て
、

「主

語
ー

歌

の
よ

み
手
」

が
表
題

の
冒

頭

に
置
か

れ

て
唯
撰
。

又

、
時
を

示
す

補

足
語

の
場

合

に
も
、

や

は
り
前

掲

例
以
外

は

、
す

べ

て

(
四
例

)
表

題

の
中

間
部

に
あ

っ
て
、

表

題

の
冒
頭

は
主

語

で
あ

る
。

又
、
第

四

十
九
話

の
表

題

は
、

「
七
月

十

五
日
刻

立
盆

護
和

歌
語

」

で

あ

り
、

こ
れ

で

み
る
と

、
主

語
は

「
女

」

で
あ

り

、
主

語

の
上

に

「
七
月

十

五

日
と

い
う

日
付
を

示
す
補

足
語

が

置

か
れ

て

い
る

こ
と

に
な

る
。

」

し

か
し

、

こ

の
説
話

の
内
題

は
、

「

月

十

日

†
分
瓦

讃
和

歌
語

」

で

あ

り
、

こ
れ

に
よ

れ
ば

、

「
七
月

十
五

日
立
分
瓦
女

」

が
主

語

に
な

り
、
「
七

月

十
五

日
」

は
、

主
語

と

切
り
離

さ
れ

た
独

立

の
補

足

語

で
は
な
く

「
女

」

に
か

か
る
修

飾
語

の

一
部

に
な

る
。

「
七
月

十
五

日
」

と

い
う

よ
う

な

、

は

っ
き

り
し

た
暦

日

が
表
題

に
あ

ら
わ

れ
る

の
は

、
今
昔

物

語
集

に
お

い

て

こ
の
事

例

の
み

で
あ

り
、

そ

こ
か
ら

考
え

て
も

、

「・王
語

」
を
修

飾
す

る
語
句

(主

部

の

一
部
分

)

と
意

識
さ

れ

て

い
た
可
能

性

が
強

い
と
考

え

ら

れ

る
。

以
上

、

こ

の
巻

二
十

四

の
和
歌

説
話

の
部

分

に
お

い
て
、

「
主
語

11
歌

の
よ

み
手

」

が
、

説
話

の
表

題

の
構
成

の
中

で
あ

ら
わ

れ
る

位
置
を

検
討

し

て

み
る

と
、
前

述
第

四
十

九
話

の
特

殊
例

を
内

題

の
形

で
理
解
す

る

こ

と
に
す

れ
ば

、
主

語

が
表
題

の
冒

頭

に
出
な

い
の
は
前

掲

の
五
例

に
限

ら

れ

、
帝

や
院

の
名

を
含

む
語

句

が
表
題

の
中

に
あ

る

た
め

の
主

語

の
位

置

の
転
換

で
あ

る

と
考
え

ら

れ
る
。

で
は
、

こ
の
帝

や

院

に
対
す

る
特

別

の
扱

い
は
、

こ
の

一
連

の
和
歌

説

話

の
表
題

に
限

っ
て
み
ら

れ

る
も

の
で
あ

ろ
う

か
。

そ
れ

と
も
今

昔
物

語

集

の
目
録

の
記

述
全

体
を

お

お

つ
て

い
る
特

徴

で
あ

ろ
う

か
。

今

、
今
昔

物

語
集

の
目

録
全
部

の
中

で
、
主
語

が
表

題

の
中

に
明
記

さ

れ

て

い
る
事

例

が
九

○
○

例

み
ら
れ

る

が
、
そ

の
中

か
ら
主

語

が
冒
頭

に

出
な

い
事

例
を

拾

い
出
し

て

み
る
と

、
わ
ず

か
三
十

七
例
を

数

え
る

に
す

ぎ
な

い
。

こ
の
三
十

七
例

を
検

討
し

て

み
る

と
、
次

の
よ
う

に
分

類

で
き

る

と
田
じ
・つ

ー
、

そ

の
巻

の
説
話

表
題

の

つ
け
方

の
形
式

に
従

っ
て
、
冒

頭

に
・王
語

が

出

な

か

っ
た
と
認

め
ら

れ
る
事

例
。

(計

五
例

、

二
ー

35
、
三
1

32
、

三
ー

33
、
四
ー

32
、

二
○
ー

6

)

例

え

ば
、

天
竺
部

の
巻

二

に
お

い
て

は
、
説
話

表

題

の
中

に

「
天
竺

」

と

い
う

語

が
出

る
場

合
ロ
、

必
ず

そ
れ

を
表

題

の
冒
頭

に
出
し

て

い
る
。

こ

れ
ら

の
場
合

は
、

「
天
竺

」

と

い
う
語

は
主

語
を

修

飾
す

る
語

で
主
部

の

一
部

分

で
あ
る

か
ら

、
冒

頭

に
置
か

れ
る

の

は
当

然

で
あ

る
が
、
第

三

十

五
語

の
場

合

に
は
、

場
所

を
示
す

補

足
語

で
あ

る

に
も

か

か
わ

ら
ず

、

他

の
例

に

ひ
か
れ

て
主

語

に
先

ん
じ

て

「
天
竺

」

と

い
う

語
を

表
題

の
冒

頭

に
出

し

た
も

の
で
あ

ろ
う
。

巻

三

の
第

三

十
二
話

以

下

の
他

の
四

例
も

、

同
じ

よ
う

な
形

で
、

冒
頭

に
主
語

が

置
か

れ
な

か

っ
た
理
由

を
理

解

で
き

る
。
11
、

国
名

・
皇

帝
名

・
天
皇

名

な
ど
を

含

む
語
句

に
よ
り
、

時
代

や
時

を

示

し

て

い
る
事
例
。

(
計

=
二
例

、
六
ー

1
、
六
ー

2
、

六
ー

3
、

七

=

2
、
九
ー

20
、

九
ー

25
、
九

1

26
、

九
1

41
、

二
○
ー

10
、

二
四
ー

3
、

二
四
「

40
、

二
四
=

41
、
二

四
ー

42

)

例

え

ば
、
巻

六

の
第

一
話

か
ら
第

三
話

ま

で
の
表
題

の
冒

頭

の
語
句

は
、
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そ

れ
ぞ

れ

「
秦

始
皇
帝

時

」

「
後
漢

明
帝

時
」

「
梁

武
帝

時

」

で
あ

る
。
本

朝

の
場

合

に
も

「
陽
成

院
御

代
」

(
二
〇
「

10

)

「
圓

融

院

御

葬

送
夜

」

(
二
四
ー

40
)

と

い
う

形

で
時
を

示
し

て

い
る
も

の
で

あ

る
。

m

、
皇

室
関

係

の
名

称
を

含

む
語
句

に
よ

り

、
場
所

を
示

し

て

い
る
事

例
。

(
計

五
例

、

二
四
ー

31
、

二
四
ー

46
、
二

七
1

2
、

二
七
i

8
、
二

七

ー

10
)

こ

の
中

に
巻

二
十

七

の
第

八

話

「
於
内

裏

松
原

」

の
よ
う

な
類

い
を

含

め
た
。

Ⅳ
、

「或

」

と

い
う

語
を

含

む
事
例

。

(計

一
例

、

二
八
1

12

)

「或

殿
上

人
家

忍

名
僧

通
話

」

で
あ

る

が
、

こ

の
よ
う

に

「
或

」

が
表

題

の
中

に
あ

ら

わ
れ

て
く

る

の
は

き
わ

め

て
珍
ら

し

い
事
例

で
あ

る
。
各

説
話

集

の
説

話
表

題

に

ほ
と

ん
ど

そ

の
例
を

見
出
す

こ
と

が
で
き

な

い
。

今
昔

物

語
集

に
お

い
て
も

、
全

一
○
五

九
話

の
中

で
、

「
或

」
を

持

っ
表

題

は
、

こ
の
例

の
他

に

は
、

「
或

所
膳

部
見

善
雄

伴
大

納
言

霊
語

」

(
二

七
ー

11

)

「或

所

女

房
以

盗
為

業

被
見

顕
語
」
(
二
九
ー

16

)

の
二
例
を

わ

ず

か
に

見
出

す

だ
け

で
あ

る
。

V
、

そ

の
他

の
事

例
。

(
計

=

二
例

)

ω

場
所

を

示
す

事

例
ー

一
○
ー

38

、

一
七
1

42
、

一
七
ー

50
、

一
九
1

12
、

一
九
ー

20
、
二

六
ー

1
、

二
七
ー

29
、

二
九
「

36

回

目
的

を

示
す

事

例
「

一
四
「

1

㈲

手
段

を

示
す

事

例
ー

一
四
1

45
、
二

五
ー

10

口

対
象

を

示
す

事

例
ー

二
四
ー

9

㈱

理
由

を

示
す

事

例
-

二

○
ー

42

以

上

の
結
果
を

み
る
と

、
主
語

が
表

題

の
中

に
明

示
さ

れ
な

が
ら
冒

頭

に
置

か
れ

て

い
な

い
計

三

十
七
例

の
う

ち

、
半

数

の
十
八
例

ま

で
が

、
冒

頭

に
お

か
れ

て

い
る

補
足

語

の
中

に
、
皇
帝

・
天
皇

・
院

な
ど

の
名
を

含

ん

で

い
る

こ
と
が
分

り
、

帝

や
院
な

ど

に
対
す

る
今
共
日
物

語
集

編
著
者

の

特
別

な
扱

い
を
う

か
が

い
み

る

こ
と
が

で
き

る
。

そ

し

て

こ
の
扱

い
方

は

当

時

の
平

安
貴

族
社

会

一
般

の
待
遇
法

で
あ

っ
た

と
考
え

ら
れ

る
。

又
、
前

記

1
か
ら

Ⅳ
ま

で
は
、
説

話
表

題

の
冒
頭

に
主

語

が
置

か
れ

て

い
な

い

こ
と

の
理
由

を

認
め

る

こ
と
が

で
き

る
事
例

で
あ

る

と
思

う
。

す

な

わ
ち

、

1
に

お

い
て
は
、
前

後

の
表
題

と

の
関
係

か
ら

、

H

・
m
に

お

い
て

は
、
帝

・
院

な
ど

に
対
す

る
待

遇
法

か
ら
、

Ⅳ

に
お

い
て
は
、

「
或
」

と

い
う

、
説

話

の
表

題

と
し

て

は
き
わ

め

て
特

殊

な
表

現
を
含

み
、
意

識

的

に

人
名

の
記
載

を
偉

っ
た
と
考

え
ら

れ

る

こ
と

か
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
、
表

題

の
中

に
主

語
を

含

み
な

が
ら
そ

れ

が
冒
頭

に
出

な

か

っ
た

と
考

え
ら

れ

る

の
で
あ

る
。

V

の
項

に
分
類

し

た

「
そ

の
他

」

の
計
十

三
例

に

つ

い
て
は
、
今

の
と

こ
ろ
主

語

が
冒

頭

に
置

か

れ
な

か

っ
た
理
由

を
見

出
す

こ
と

が

で
き

な

か

っ
た

が
、
今

昔
物

語
集

全

一
○

五
九
話

の
説

話
表

題

の
う

ち

で
、
主

語

が

表

題

の
中

に
あ

ら
わ

れ
な

が
ら
表

題

の
冒

頭

に
出

な

い
計
三

十
七
例

の
う

ち
、

三
分

の
二

に
あ

た
る
計

二

十
四
例

ま

で

に
、

主
語

を
冒

頭

に
置
か

な

か

っ
た
理

由

が
存
す

為
と
す

れ

ば
、
今

昔
物

語
集

に

お

い
て
、
前

掲

の
説

話
表

題
構

成

「
主
語

+
補

足
語

+
讃

和

歌

語
」

(
す

な
わ
ち

、
更

に

い
え

ば

「
主
語

+
補

足
語

+
述

語

+
目
的
語

+
語
」

と

い
う

構
成

)

へ
の
執
着

は

か
な

り
強

い
も

の
と

考

え
ら

れ
よ
う

。

そ
し

て
、

そ
れ
を

超

え
て
、
表

題

の
冒

頭

に
補

足
語

を
置

い
た
最
も
直

接

的
な

動
機

は
、
編

著
者

の
内

外

の
皇

室

へ
の
半

ば
無
意

識

的
な

と
も

い
え

る
待

遇

で
あ
る

と
考

え
ら
れ

る
。
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四

次

に
、
説
話

表
題

の
結

語

「
語
」

に
す
ぐ

上

接
す

る
語

の
性

格
を
中

心

に
検

討

し

て
み
た

い
。

今

、
巻

二
十

四

の
第
三

十
六
話

を

み

る
と
、

こ
の
説
話

は
、

業
平

に
関

す

る
、

そ
れ
ぞ

れ
独

立
し

た
三

つ
の

エ
ピ
ソ
ー

ド

か
ら
成

り
立

っ
て

い
る

が
、

そ

の
表
題

は
、

「
在

原
業
平

於

右
近

馬
場

見
女

読
和

歌
語

」

で
あ

っ

て
、

第

一
の

エ
ピ

ソ
ー
ド

の
内
容

し

か
あ

ら
わ

し

て

い
な

い
。

こ
の
説

話

は
、

全
体

的

に
み

て
、
業

平

と

い
う

一
人
物

の
幾

つ
か

の
和

歌

の
集
成

で

あ

る
か
ら

、
説

話
全

体

の
題
名

と
し

て

は
、
例

え
ば

宇
治
拾

遺
物

語

に
み

ら

れ
る

「
つ
ら

ゆ
き
う

た

の
事

」

二

ニ
ー

13
)

の
よ
う

な
形
式

の
も

の

が

む
し

ろ

ふ
さ

わ
し

い
と

い
え

る
。

こ
の
事

情

は
、

巻

二
十
四

の
第

三
十

四
話

・
第

三
十

八
話

に

お

い
て
も
同
様

な

の

で
あ

る

が
、

い
ず

れ
も

、
あ

る
人

物

に
関
す

る
幾

つ
か

の

エ
ピ

ソ
ー
ド

の
集
成

で
あ
る

に
も

か
か

わ
ら

ず

、

第

一
の

エ
ピ

ソ
ー
ド

の
内
容

の
み
を

示
す
表

題

を
も

っ
て
、
そ

の
説

」
注
16
)

話

全

体

の
表
題

と
し

て

い
る

の
で
あ

る
。

こ
う

い
う
場

合
口
に
、
例

え
ば

「
業

平
歌

語
」

と

か

「
業

平
語

」
と

か

い
う

形
式

の
表

題

を
与

え

て

い
な

い
と

い
う

事
実

も
又

、
前

項

で
述

べ
た
表
題

構
成

へ
の
執
着

が
き
わ

め

て
強

か

っ
た

こ
と

の

一
証
左

と

い
え
よ
う

。

と

こ
ろ

で
、

こ
の

「
業
平

歌
語

」

「
業
平

語

」

の
よ
う

な
形

式
、

す
な

わ
ち

、
表

題

の
結

語

「
語

」

に
す

ぐ

上
接
す

る
語

が
体

言

で
あ

る
よ
う

な

形
式

の
表

題
は

、
今
昔

物
語

集

の
中

で
ど

の
く

ら

い
見
ら

れ
る

の

で
あ

ろ

う

か
。
こ

こ
で

い
う

の
は

、
表

題
構
成

の
上

で
、

「
語

」

に
す
ぐ

上
接

す

る
語

が
体

言

の
場
合
口
す

べ
て
を
機

械
的

に
指

す

わ
け

で
は

な

い
。

表
題

構
成

の

中

で
、
述
語

が
目

的
語

を

と
る
場

合
口
、

そ

の
目
的

語

は
述
語

の
下

に
置

か

れ
、

文
字

の
並

べ
方

か
ら

み
れ

ば
、

「
語
」

に
す

ぐ
上

接
す

る

の
が
体

言

に
な

る
わ
け

で
あ

る

が
、

こ

の
よ
う

な

場
合

を
含

ま
ず

、
表

題
を

「
体

言

+

コ
ト

」

の
形

で
訓

む

べ
き

事
例

を
検

討
す

る
わ

け

で
あ

る
。

今
、
本

稿

で

と
り
あ

げ

て

い
る
問
題

点

は
、

①

主
語

が
説

話
表

題

の
中

に
あ
ら

わ
れ

る

か
ど
う

か
、
特

に
表
題

の
冒

頭

に
出

る
か

ど
う

か
と

い
う

点

と
②

説
話

表
題

の
結

語

「語

」

に
す

ぐ
上
接

す

る
語

の
性

格
、

つ
ま

り

は
、

用
言

で
あ

る
か
体

言

で
あ

る

か
、
特

に
人

名

あ

る

い
は
人
名

+
体

言

と

い
う

形
式

が

ど

の
程
度

あ

る
か

と

い
う

点

と

で
あ

る
。

今

、
こ

の
二
点
、
主
語

の
有

無

と
位

置

及

び

「
語
」
に
す
ぐ

上
接

す

る
語

の

性
格

だ
け

を
考
慮

し

て

、
表
題

形
式

を
次

の
よ
う

に
分
類
す

る
。

表

題
形

式

A
=

表

題
を

訓

み
下
し

た
場

合
ロ
、
表

題

の
結
語

「
語
」

に
す
ぐ

上
接
す

る
語

が
用
言

で
あ

る
形
式

。

A
ー

二
型

〔
主
語

+

(
補
足

語

)
+
述

語

+

(
目
的

語

)

+
語

〕

例

え
ば
、

「
釈

迦
如
来

人

界
宿

給
語

」

ニ

ー

1

)
の
よ
う

に
、
主
語

が
冒
頭

に
置

か
れ

て

い
る
も

の
。
補

足
語

・
目

的
語

は
な

い
場

合
も

あ

る
。

A
「

二
型

〔補

足

語

+
主

語

+
述
語

+

(
目
的

語

)

+
語

〕

例
え

ば
、

「
佛

入
浬
薬

給

後
摩

耶
夫

人
下
給

語
」

(三
ー

33

)
の
よ
う

に
、
主

語

に
先

ん

じ

て
補

足

語

が
冒

頭

に
置

か
れ

て

い
る
も

の
。

目

的
語

は

な

い
場

合
口
も
あ

る
。

A
l

三
型

〔補

足

語

+
述

語

+

(目

的
語

)
+
語
〕

例

え

ば
、

「
依

妙
見

助
得
被

盗
絹

語
」

(
一
七
1

48

)

の
よ
う

に
、
主

語

が
省

略
さ

れ

て

い
て
表

題

の
中

に
あ
ら

わ
れ

て
来

な

い
も

の
。

こ

の
型

に
属
す

る
事

例

の

一
部

は
、
次

の

「
B
「

一
型

」
あ

る

い
は

「
B
「

四

型
」
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に
訓

む

こ
と
が
可

能

で
あ

る
。

表

題
形

式

B
ー
表

題

を
訓

み
下

し
た
場

合
口
、
表
題

の
結

語

「
語
」

に
す

ぐ

上

接
す

る
語

が
体

言

で
あ

る
形
式
。

B
I

一
型

〔

(補

足

語

)
+
述
語

+

(
目
的

語

)

+
人
名

+
語
〕

例

え
ば

、

「恋

子
至

閻
魔

王
宮

人
語

」

(
四
ー

41
)

の
よ
う

に
、

「語

」

に
す
ぐ

上

接
す

る
語

が
人
名

(
人
、
僧

、
女

そ

の
他

。

固
有
名

詞

が
来

る

こ

と
は

少
な

い
。

)

で
あ

る
も

の
。

「
人
名

」
を
修

飾
す

る

部
分

が
、
「

(
い

つ
ど

こ
で
)

～
し

た
」

と

い
う

形
を

と

っ
て

い
る
も

の
。

B
ー

二
型

〔

(
補
足

語

)
+
人

名

+
体
言

十
語

〕

例

え
ば

、

「樹

提
伽

長
者

福
報

語

」
(
二
ー

23
)
の
よ
う

に
、
人
名

の
下

に
、

所

有

格

の
格
助

詞
を

補
読

し

て
体
言

を
続

け

て

い
る
も

の
。

す

な
わ

ち

「

誰

の
何

か

の
語
」

と

い
う

形
式

の
も

の
。

補
足

語

が
加

わ

る
場
合

も
あ

る
。

(第

一
表
)
今
昔
物
語
集
の
表
題
形
式

B
ー

三

型

〔

(補

足
語

)
+
人
名

+
語

〕

例

え
ば

、

「
舎

衛
国

金

天
比
丘

語
」

(
ニ
ー

8
)
の
よ
う

に
、
人

名

(
固
有

名

詞

で
あ

る
場
合

が
多

い
。

)
に

「
語

」

が

つ

い
て

い
る
も

の
。

補

足
語

が

つ
く
場
合
口
も
あ

る
。

B
「

四
型

〔

(補

足

語

)
+
体

言

+
語

〕

例

え
ば

、

「佛

御

父
浄
飯

王

死
給
時

語

」

二

「

1

)
と
か
、
「
七
十
鯨

人

流
遣

他
国
国

語

」

(
五
=

32
)
の
よ
う

に
「
語

」
に
す

ぐ

上
接
す

る

体
言

が
人

名

以

外

の
も

の
。

以

上

の
A
ー

一
型

か

ら
B
l

四
型

ま

で

の
七
類

に
従

っ
て
、

今
昔

物
語

集

の
目
録

に
み
ら

れ
る
全

一
〇

五

九
話

の
表
題

形
式

を
、

巻

序
に
従

っ
て

分
類

し

て
み
よ
う

。

表

題

形

式

A

表

題

形

式

B

巻

A

ー

型

8

A

ー

二

型

A

ー

三

型

B

=

型

B

I

二

型

B

ー

三

型

B

i

四

型

計8

「本文欠話数

本文話数6
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分
類
に
あ
た

っ
て
、
訓

み

は

お

お

む

ね

「
大

系

」

本

に

従

っ
た

。

(注
17
)



と

こ
ろ

で
、

こ

の
表

で

み
る
と

、
表
題

形
式

B

(
「
語

」

に
す

ぐ

上
接

す

る
語

が
体

言

で
あ

る

も

の
)
は

、
全

一
○
五

九
話

の
う

ち
、

計

=

二

例
を

数

え
、
全

体

の

一
割

強
を

占

め
る
。

目
録

に
お
け

る

こ
の

一
二

一
例

の
分

布
状

態

に
か
な

り

の
偏
在

が

み
ら
れ

る

こ
と
は

、
第

一
表

の
用
例

数

か
ら

も
窺

え

る
が
、

な

お
、
細

か
く

、
そ

の
分

布
状
態

を
調

べ
て
み
よ

う
。

(第
二
表
)
表
題
形
式
B
の
分
布
状
態

巻12345678913121110

用例 数

分
布
状
態

数
字

は

、
説
話

番
号
を

示
す

。

國

は
、
第
八
話
か
ら
第
十
四
話
ま
で
B
形
式
の
表
題
が
連
続
し
て
あ
ら
わ
れ
る

こ
と
を
示
す
。
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連
続
例

単
独
例

つ
0
而
り

7

=汐

8

り

4

伊

近
接

例
を

入
れ

る

と

83
例

近
接

例
を
連

続

と

み
な
す

と

38

例

83一



第

二
表

か
ら

み
る

と
、

二

つ
以
上

連
続

し

て
、
表

題
形
式

B
が
あ

ら
わ

れ

る
事

例

が
、
計

七

十
三
例

あ

り
、

一
つ
間
を

お

い
て
あ

ら
わ

れ
る

近
接

例

も
連
続

例

に

含
め

て
考

え
る

ど
、
計

八

十
三
例

が
連
続

し
た

形

で
分
布

し

て

い
る

こ
と

が
分

る
。
従

っ
て
、
表

題

形
式

B

の
分
布

状
態

の
お

お
よ

そ

の
傾
向

は
、
あ

る
偏

り

を
も

っ
て
連
続

し

て
あ
ら

わ
れ

て

い
る
と

い
え

る

。巻

二

十
四

の
第

三

十

一
話

か

ら
第

五
十

七
話

の
和

歌
説
話

に
お

い
て
、

統

一
的

に

一
貫
し

た

形
式

で
説
話

表

題
を

与
え

よ
う

と
す

る
態
度

が
う

か

が
わ

れ
た

よ
う

に
、

又
、
巻

十

五

の

「

(
主
語

)
+
往
生

語
」

の
形
式

、

巻

十

九

の

「
(
主

語

)

+
出

家

語
」

の
形

式
な

ど
、

一
巻

を
通

し

て
同

一

形
式

に
表

題

を
整

え

て

い
る
部

分
も

あ

っ
て
、

今
昔

物
語
集

に
お

い
て

は

部

分
的

に
説
話

表

題

の
形
式

を

統

一
し
よ
う

と
し

た
態
度

が

み
う

け

ら
れ

る
。例

え
ば

、
巻

二

十
第

二
十

九
話

「
河
内

国
人

牧
馬

得
現
報

語

」

に
お

い

て
、
説

話

の
表

題

の
主

語

は

「
河
内
国

人

」

で
あ
る

が
、
説

話
本

文

に
は

「
石
別

」

(

「
大

系
」

四

、

一
九

二

ぺ

一
行

)
と

い
う

固
有

名

詞
が

明
記

さ

れ

て

い
る
。

一
般

に
、

固
有
名

詞

が
表

題

の
中

に
記

さ

れ
る
傾

向

の
強

い
今
昔

物

語
集

に
お

い
て
、

本

文

に
明
記

さ
れ

て

い
る

「
石
別

」
と

い
う

名
前

が
表

題

の
中

に
記

さ

れ
な

か

っ
た

の
は
、

そ

の
前

後

の
説
話

表

題

の

主
語

(
い

い
か
え

れ
ば

説
話

表

題

の
冒
頭

の
語

)

が
、

「大

和
国

人
」

(
二

○
ー

28
)

「
和

泉
国

人

」

(
二

〇
ー

30

)

「
大
和

国

人
」

(
二

○
ー

31

〉

で
あ

る

た

め
、

こ
の

一
連

の
説
話

表

題

の
形
式

に
あ

わ

せ
た
も

の
と
考

え

ら

れ
る
。

三

、

に

お

い
て
も

明

ら

か
に
な

っ
た

こ
と

で
あ

る

が
、
今

昔
物

語
集

の

説
話

表

題

は
、

そ

の
前

後

の
表
題

の
形
式

と
深

い
か

か
わ

り
を
持

ち

、
統

一
意
識

を
も

っ
て
記
述

さ

れ
て

い
る

と
お
も

わ

れ
る
。

表
題

形
式

B
も

、

部

分
的

に
類

聚

さ
れ

た
形

で
分

布

し
て

い
る

こ
と

が
分

る
。

五

と

こ
ろ

で
、
今

昔
物

語
集

の
説

話
表

題
形

式

の
全
般

的
な

傾
向

を
考

え

れ
ば

、
前
掲

第

一
表

で
明
ら

か
な

と

お
り
、

表
題

形
式

A

の
う

ち

の
A
ー

一
型

(
主
語

+
(補

足

語

)
+
述
語

+

(
目
的

語

)
+
語

)

が
圧

倒

的

に
多

か

っ
た
。

こ

の
型

の
表

題

は
、
全

一
〇

五
九

話

の
う

ち

計
八

六
三
話

を
数

え
、
冒

頭

に
主
語

は
出

な

い
が
表

題

の
構
成

は
主
=

述

の
形
式

を
持

っ
て

い
る

A
ー

二
型

(

(補

足
語

〉

+
主
語

+
述

語

+
(目

的

語

)
の
用
例

計
三

十
七
話

を
加

え

る
と
、

実

に
、
計

九
○

○
話

の
表

題
形
式

が
、
基
本

的

に

「
主
「

述
」

の
形

式

で
記

述

さ

れ
て

い
る
。

こ
の
表

題

形
式

が
今
昔

物
語

集

の
説

話
表

題

の
基
本

型

で
あ

る
と

い
え
よ
う

。

今
昔
物

語
集

に
お

い
て

は
、

「
誰

が

(主

語

)

(
い
つ
ど

こ
で
)

(
何
を

)
し

た

(述

語

)
語
」

と

い
う

形
式

で
説

話

の
表
題

を

つ
け

て
ゆ
く

と

い
う

、

目
録
作

成

に
お
け

る
編
著

者

の
記
述

の
基
本

的

な
態
度

は
明
瞭

で
あ

る
と
思

わ

れ
る
。

そ
し

て

、
稀

に
は
主

語

の
省
略

も
行

わ
れ

る

が

(
計

三
十
八

例

)
、

お

お
む

ね

「
主

語
」

(誰

が

)

の
部

分
を

欠
く

こ
と
が
な

い
。

そ
し

て

「述

語

」

が
サ
変

動
詞

に
も

体
言

に
も

訓

み
う

る
語

で
あ

り

、
そ

れ
が
表

題

の

結

語

「
語
」

に
語

序

の
上

か
ら
も

す
ぐ

上
接

し

て

い
る

場
合

に
は

、
そ

こ

か
ら

「
誰

の
何

か

の
語

」

(
B
ー

二
型

)

と

い
う

形
式

が
生

じ

て
く

る

で

あ

ろ
う
。

す

な
わ

ち
、

巻
十

五

の

「

(主

語

)

+
往
生

語
」

、
巻

十
九

の

「

(主

語

)

+
出

家
語

」

の
よ
う

な
形

式

の
表
題

は
、

「
誰

の
往
生

の
こ

と
」

「
誰

の
出
家

の
こ
と
」

と

い
う

訓

み

の
可
能

性
を
持

っ
て

い
る

の
で

あ

る
。

す
な

わ
ち

「
A
I

一
型
↓

B
I

二
型

」

と

い
う

形

が
考

え

ら
れ

る
。
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そ

し

て
更

に
簡

略
化

さ
れ

る
と

、
次

の
段
階

と
し

て
、

当
然

「
誰

の
こ

と
」

(
人
名

+
語

)
と

い
う

、

「
B
「

三
型

」

が
生
じ

て
く

る

で
あ
ろ
う

。

す

な

わ
ち

「
B
=

二
型
↓

B
=

三
型

」

と

い
う

形

が
考

え
ら
れ

る
。

又

、

一
方

、

A
ー

一
型

の
表

題

は
、

「
誰
が

(
い

つ
ど

こ
で

)
～
し

た
語
」

と

い
う

形
式

に
記

述

さ
れ

て

い
る
わ

け

で
あ

る
が
、

こ
の
よ
う

な
記
述

に

お

い
て
は

、

「
誰

が
」

(
主
語

)

の
部

分

に
重

点

が
か

か
り
、

「

(
い
つ

ど

こ
で

)
～
し

た
誰

の
語

」

(
B
ー

一
型

)
と

い
う

概

念

と
ほ
と

ん
ど
重

な

り
合

う

と
思

わ

れ
る
。

特

に
、

主
語

の
提

示

に
強

い
執

着

を
示
す

今
昔

物

語
集

の
表

題
構
成

に
お

い
て
は

、

こ

の
こ
と
が

い
え

る

で
あ

ろ
う
。

す

な

わ
ち

「
A
「

一
型
↓

B
I

一
型
」

と

い
う

形
が
考

え

ら
れ

る
。

そ

し

て
そ
れ

が
次
第

に
簡

略
化

し

て
、

(
い

つ
ど

こ
で
)

の
部

分

(
補

足
語

)
が
省

か

れ
、

更

に
、

「
～
し

た
」

(
述
語

)
の
部
分

も
省

か

れ
て
、

「
誰

の

こ
と
」

(
B
l

三
型

)
の
表
題

に
な

る

の

で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。

す

な

わ
ち

「
B
=

一
型
↓

B
ー

三
型
」

と

い
う

形

が
考

え
ら

れ
る
。

以
上

を

分
り

や
す
く

図
式

化
し

て

み
る

と
、
次

の
よ
う

に
示
さ

れ
る

と

思
う

。

A
ー

二
型

(
基
本

型
)

棚
例

主

語

+

(補

足
語

)
+
述

語

+
(
目
的

語

)
+
「
語

」

(
誰

が

い

つ
ど

こ
で
何

を

ど
う
し

た

こ
と
)

B
ー

二

型

人
名

+
体
言

+
「
語
」

(
誰

の
何

か

の

こ
と
)

19

例
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A
ー

一
型

(
補

足
語

)
+
主
語

+
述

語

+
(
目
的

語

)
+
「語

」

A
ー

=
型

(補

足
語

)
+
述
語

+
(
目
的

語

)
+
「語

」

B
ー

四

型

(連

体
修

飾
語

又

は
句

)
+
体

言

+
「
語
」

B
ー

一
型

38
例

(
補

足
語

)
+
述
語

+
(
目
的

語

)+
人
名

+
「
語
」

(
い
う

ど

こ
で
何
を

ど
う

し

た
誰

の

こ
と

)

B
I

三
型

人
名

+

「
語
」

(
誰

の
こ
と

)

41

例



こ

の
図

式

は
、
説
話

表

題

の
時

代

的
な

変
遷

過
程

を
示
す

も

の

で
は
な

く
、

今
昔

物
語

集

に
共
ハ時

的

に
あ
ら

わ

れ
た
表

題
形

式

の
、
基
本

型

と
そ

の
派

生

型

の
関

係
を

見
出

し

て
み
よ
う

と
す

る
も

の
で
あ

る
が

、
時
代

的

な
変

遷

過
程

に
お

い
て
も

、

こ

こ
に
図

示
し

た
よ
う

な
形

で
簡

略
化

が
起

っ
た
と
考

え

る
可
能

性

が
あ
る

と
思

わ

れ
る
。

蓋
然

性

の
問
題

と
し

て
も

表
題

形
式

の
簡

略
化

は
、

目
録

作
成

の
手

間

や
、
見

出
し

検
索

の
便

を
考

え

て
み

る
と
当

然

の

こ
と
と
考

え
ら

れ

る
。

そ
し

て
又
、

同

一
題
名

の
下

に
幾

つ
も

の

エ
ピ

ソ
ー
ド

を
集

め
る
方

法

、
例

え
ば
前

出

の
巻

二
十

四
第

三
十

六
話

「
在

原
業

平
於

右
近

馬
場

見
女
讃

和

歌
語

」

の
よ
う

な
編
纂

方

法

が
、
説

話

の
類
聚

に
際

し

て
用

い
ら

れ
る

限
り

(
そ

し
て

そ
れ

は
、
和

歌
説

話

に
お

い
て

は

ご
く

普
通

に

と
ら

れ
て

い
る
方

法

で
あ

る
が

)
、
B

ー

三
型

の
表
題

形
式

は
当

然
採

用

さ
れ

る
も

の

で
あ

ろ
う

と
思

わ

れ
る
。

今

昔
物

語
集

に
お

い
て
は
、

霊
異

記
な

ど

に

み
ら
れ

た
説
話

表
題

の
結

語

「
縁

」

か
ら
離

れ

て
、
他

に
類
例

を

み
な

い
独
自

の
結

語

「
語
」

を
用

い
て
表

題
を

つ
け

た
上

、
更

に
B
ー

三
型

(
人
名

+

コ
ト

)
の
表
題

も
、

今
昔

物

語
集

に

お

い
て
創

始

さ
れ

た

の
で
は

な

い
か
と
思

わ

れ
る
。

こ
の

型

は
、
今
昔

物

語
集

に

お

い
て
も
き

わ

め
て
少

な
く

、
補

足

語
な

ど

で
修

飾

さ

れ

て

い
な

い
単

純
な

形

の

「
人
名

+
語
」

の
形
式

を
持

つ
表

題

は
、
今

昔
物

語
集

全
巻

の
中

に
、
次

の
四
例

し

か
見

出
さ

れ
な

い
。

「
微

妙
比

丘
尼

語
」

(
二
=

31

)
「
盧
至

長
者

語
」
(
三
ー

22

)
「
高
藤

内
大

臣
語

」

(
二
二
ー

7

)

「
北

辺
大

臣
長

谷
雄
中

納

言
語

」

(
二
四
=

1
)

と

こ
ろ

で
、
今
昔

物

語
集

に
先

行
し

た
説
話

集

・
霊

異
記

の
表

題
を
検

討

し

て
み

る
と
、

「
人
名

+
体
言

+
縁

」

(
B
ー

二
型

)
、
「
人
名

+
縁
」

(
B
ー

三
型

)

の
表
題

は

一
例
も

見
出

さ
れ

な

い
。

し

か
る

に
、
今
昔

物

語
集

に
引

き
続

い
て
成

立

し
た

と
考

え
ら

れ
る
古

本

説
話

集

や
打
聞

集

に
お

い
て

は
、

か
な

り
多

く

の
B
I

二
型
、

B
「

三

型

の
表

題

を
見
出

す

こ
と

が

で
き

る
。

特

に
、
和

歌
説

話
を

集
録

し

て

い
る
古
本

説
話

集
巻

上

に
お

い
て

は
、

全

四

十
七
話

の
う

ち

、
計

二
十

七
話

ま

で
が
、
例

え

ば

「大

斎
院

事
第

一
」

「
赤
染

衛

門
事
第

五

」

の
よ

う

な

B
リ

三

型

(人

名

+
事

)

の
表

題
を
持

ち
、

そ
れ

に

「匡

衡
和

歌
事

第

四
」

「
和

泉
式
部

歌
事

第

七
」

の
よ
う

な

B
I

二
型

(
人
名

+
体

言

+
事

)
の
表

題
計

八
例
を

加
え

る

と
、
計

三
十

五

例

ま

で

が

こ
の
形
式

の
説
話

表

題

で
あ

る

こ
と

に
な

る
。

古

本
説

話
集

に

お

い
て
も

、
仏
教

説
話

を
集

録
し

た

巻
下

に
お

い
て
は

、
B
1

三
型

の
表

題

は
、

全

二
十
三
話

の
う

ち

、

「
留
志

長
者

事
第
五

十

六
」

「
真
福

田
丸
事

第

六

」

「
小
松

僧
都
事

第

六
十

入

」

の
計

三
例
し

か
見

出

せ
な

い
。

又
、

巻
下

に

は
、

B
I

二

型

は
例

を

見
ず

、
B
=

一
型

が

一
例

(
下
ー

66

)
み

ら
れ

る

だ
け

で
あ

る
。

打

聞
集

は
、

下
帖

、
仏

教
説

話

の

み
が
伝
え

ら
れ

て

い
る

が
、

そ

の
中

に

B
「

三

型

(
人
名

+
事

)
の
表

題

が
計
七

例

み
ら
れ

る
。
打

聞
集

の
目
録

に

は
古
本

説
話

集

と
同
じ

く
説

話
番

号

は
付
さ

れ
て

い
な

い
が
、

今

、
「
宇

治
拾
遺

物

語
打
聞

集

全
註
解

」

(中
島

悦

次
著

・
有
精

堂

)

に
付

さ

れ

て

い
る
説
話

番
号

を
付

し

て
用
例

を

示
す

と
、

「達
　

和

尚
事

第

一
」

「静

観
僧

正
事

第
四

」

「
宝
志
和

尚

事
第

十
」

「
羅
喉

羅
事

第
十

二
」

「
道
丈

法
師

事
第

十

四
」

「
尊
勝

陀
羅

尼
事

第

二
十
三

」
「
公
野
聖

事
第

二
十
六

」

の
甜

既
例

で
あ

る
。

そ

れ
に
、

B
「

二
型

(人
名

+
体

言

+
事

〉

の
表

題

計
入

例
を

加

え
る

と
、
計

十
五

例

が

み
ら
れ
、
全

二

十
七
話

の
打

聞
集

の

説
話

の
表

題

の
半
数

以
上

を
占

め

る

こ
と
に
な

る
。

宇

治
拾

遺
物

語

に
お

い
て
も

、

「
伴
大

納
言
事

」

二

ー

4

)
「
藤
六
事

」

(
三
「

11
〉
「
る

し
長
者

の

こ
と

」
(
六
「
3

)

「は

り
ま

の
か

み
さ

だ
ゆ

ふ
が
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事

」

二

〇
ー

5
)
な

ど
、
全

一
九

七
話

の
う

ち
、

B
I

三
型

(
人
名

+
事

)

の
表

題

が
計

二
十

三
例

見
出

さ
れ

る
。

又
、
宇

治
拾

遺
物

語

の
説
話
表

題
は

、
仮
名

交

り

の
表

記

も
含

ん

で

い

る

た
め
、

例

え
ば

、
「
三

川
入

道

と
ん

せ

い
の
事
」
(
四
1

10

)
「
蔵
人

と

ん

し

の
事
」

(
一
○
=

8

)
「
清
見

原

天
皇

と
大
友

王

子
と

か

っ
せ
ん

の
事
」

(
二

五
　

1

)
の
よ
う

な
説

話
表

題

が
み

ら
れ

、
前
述

し

た
可
能

性

「
A
ー

一
型
↓

B

二
型

」
と

い
う

転
移

を
傍

証

し

て

い
る
。
今

昔
物

語

集

の

「
主

語

+
往
生

語
」

「
主

語

+
出
家

語
」

の
形

式

の
表
題

は
、

や

は
り
、

「
誰

の
往
生

の
こ
と
」

「
誰

の
出
家

の
こ
と
」

と
訓

ま
れ

た
可
能

性

が
あ

る
と

思

う
。
宇
治

拾
遺

物
語

に

は
、

「
き

こ
り
う

た

の

こ
と
」
(三
ー

8

)
「
つ
ら

ゆ
き

う

た

の

こ
と
」
』

二
ー

13

)
の
よ
う

な
特

殊

な
形

式

の
表
題

も
持

ち
、
説

話

表

題

が
、
説
話

内
容

を

具
体
的

に

示
す
形

式

の
も

の

か
ら
、
次

第

に
簡

略

化

さ

れ

て
ゆ
き

、
遂

に
説

話

の
主

人

公
名

の
提

示

の
み

に
な

っ
て
ゆ

く
過

程

を
内

包

し

て

い
る

と
考

え
ら

れ
る
。

「L
ノ、

 

以

上
、

今
昔

物
語

集
巻

二
十

四

の
第

三

十

一
話

か
ら
第

五
十

七
話

ま

で

の
、

い
わ

ゆ

る
和
歌

説
話

の
部

分
を
手

が
か
り

に
し

て
、

今
昔

物
語

集

の

目

録

に

つ
い
て
、
そ

の
表

題
形

式
を
考

察

し

て
み

た
。

そ

し

て
、
今
昔

物

語
集

の
説

話
表

題

に
お

い
て
は

、
前

述

の
計
二

十
七

話

の
和

歌
説

話

の
部

分

に
限
ら
ず

、
全

体
的

に
、

①

、
主

語
を

説
話

表

題

の
冒

頭

に

お
き
、

「
誰

が

(
い
つ
ど

こ
で
何

を

)

し

た
語

」

(
A
ー

一
型

)
の
形

式

の
表

題

に
対

し

て
強

い
執
着

を

示
し

て
お

り

、

こ

の
型

が
、

今
昔

物
語

集

の
表
題

形
式

の
基

本
型

と
考

え

ら
れ

る

こ

と
。
②

、
基
本

型

A
「

一
型

の
表

題
形
式

を

か
え

て
、
補

足
語

が
表

題

の
冒
頭

に
お
か

れ
る
場
合

、
す
な

わ

ち
、

A
ー

二
型
を

と

る
場
合

は
、

冒
頭

に
お

か
れ

る
補

足
語

は
、
帝

・
院

な

ど

の
名

を

含
む
も

の
で
あ

る

こ
と
が
多

い
。

③
、

今
昔
物

語
集

に
お

い
て

は
、
説
話

の
内
容

を
詳

し
く
叙

述
す

る
形

式

(
A
ー

一
型

.
B
I

一
型

)

の
表

題

か
ら

、
説
話

の
主

人

公

の
み
を
提

示

す

る

形
式

(
B
ー

三
型

)
の
表
題

ま

で

の
七
類

の
表
題

が

、
部
分

的

に
集

中

偏
在

す

る
分

布
状
態

を

示
し

つ

・
存

在

し

て

い
る

こ
と
。

又
、

図
示

し

た
よ
う

な
簡

略
化

が
行

な

わ
れ

た
可
能

性

、

い

い
か
え

れ
ば

、
結
局

の
と

こ
ろ

「
A
ー

一
型
↓

B
I

三

型
」

と

い
う

形

に
派

生
し

て

い

っ
た
可

能
性

が
あ

る

こ
と
。

④

、

B
ー

三

型

(
人
名

+
事

)

の
説

話
表

題

は
、
今
昔

物

語
集

に

お

い
て

創
始

さ

れ
た

可
能
性

が
あ

る

こ
と
。

な
ど

の
諸
点

を

明
ら

か

に
し

た
。

今
昔

物

語
集

を
経

く

と
、

こ

の
説

話
集

の
編
著

者

の
く

ら

い
情

熱

と

で

も

い
う

べ
き
も

の
に
う

た
れ
、

畏
怖

の
念

を
覚

え
る
。

一
体

、
何

が

、
彼

(
も

し
く

は
彼

ら

)
を

か
り
た

て
て
、
こ

の
膨

大

な
仕
事

に
と
り

く
ま

せ

、

続

け

さ

せ
た

の
で
あ

ろ
う

か
。

今

昔
物

語
集

の
全

貌
を

つ
か
む

一
つ
の
方

法

と

し

て
、
私

は
今

、
目
録

を

と
り
あ

げ
、

そ

の
表
題

形
式

を
分
析

し

て

み
た
。

作
業

の
過
程

で
目
録

を
訓

み
な

が
ら

、

た
だ
目
録

の
み

に

つ
い
て

だ
け

で
も

、
残

さ
れ

た
問
題

の
多

い
の
に
圧

倒
さ

れ

て

い
る
。

今
昔

物
語

集

の
言

語
事

象

の
解

明
に
は

、
編
著

者

と
同
様

な
情

熱

が
要
求

さ

れ
る
よ

う

に
思

わ

れ
る
。
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(注
)

①
、
日
本
古
典

文
学
大
系

(岩
波

)
今
昔
物

語
集

一
、
四
○
三

ぺ
補
注

一

②
、
写
本

に
よ

っ
て
は
、
目
録
を
備

え
な

い
も

の
も
あ
る

が
、

(例
え

ば
、
鈴
鹿
本

の
巻

二
が
、
巻
頭
目
録
を
欠
く

が
如

き
で
あ
る
。)
他

の
系
統

の
写
本

又
は
本

文
に

付
さ

れ
た
表

題
に
よ

っ
て
補
な
う

こ
と
が
で
き
る
。

③
、
例

え
ば
、
古
本
説
話
集

に
お

い
て
は
、
後
に
別
人

が
目
録

の
み
を
作
成

し
た
と

考
え

ら
れ
る
。

④
、

一
ー

20
、
24
、
七
1

33
～
40
、
十

一
「
-33
、

34
、

37
、

一
九
ー

15
、
16
、
二
〇

ー

8
、
14
、
二
四
ー

12
、

17
、

二
五
「

8
、
二
六
ー

6
、
二
九
「

16

⑤
、
馬

渕
和

夫

「今
昔
物
語
集

に
お
け
る
欠
文

の
研
究
」

(
研
究
資
料
叢
書

・
有
精

堂

)
二
七
八

ぺ
下
第

二

⑤
、
最

近
刊
行
さ
れ

た

「
日
本
古

典
文
学
全
集
」

(小
学

館
)
の

「今
昔
物
語
集
」

↓

に
お

い
て
も
、
説
話

の
表
題

に
よ

み
が
な

が
付

さ
れ
て

い
る
。

こ
の
冊

に
は
、

巻
十

か
ら
巻
十
四

ま
で
が
収
録
さ

れ
て

い
る
。

の
、

「
住
丹
波
国
者
妻

讃
和
歌
語

」

(三
〇
「

12
)。
表
題

に

「請
和
歌
語
」

と
あ
る

が
、
男
女

の
別
離
の
情
が
主
題

に
な

っ
て

い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

⑧
、

注
⑦
に
あ
げ

た

一
例

の
他
、
次

の
二
例
で
あ
る
。
「
石
山
観
音
為
利

人
付
和
歌
未

語

」

二

六
ー

18
)
観
音

の
霊
験

謳
で
あ
る
。

「近
衛
舎
人
於
常
陸
国

山
中
詠
歌

死
語
」

(二
七
1

45
)
歌
そ

の
も

の
も
な
く
、
山
神
霊
験
潭

で
あ
る
。

㈲

、
第

五
十
語

と
第

五
十
七
語

に
お

い
て
は
、

「読
和
歌
」
と

「語
」

と
の
間

に
、

「
死
」

(第
五

十
話
)

「被
免
」

(第

五
十
七
話

)
と

い
う
語

が
入

っ
て

い
る
。

⑳

、
古

本
説
話
集
巻

上
第
二
十
七
話

の
表
題
は

「河
原
院
事
」

で
あ

る
。

か

つ
て
、

児
玉
識
氏

が

「中

世
説
話
集

の
文
献

学
的

一
考
察
-
梅
沢
本
古
本
説
話

集
を
中
心

に
し
て
ー
」

(宇

部
工
業
短
期
大

学
高
等
専
問
学
校
研
究
報
告
第

一
巻
第

一
号
、

一
〇
八

ぺ
)
で
指
摘

し
て
お
ら
れ
る
が
、

こ
の

「河
原
院

」
は
人
名
と
誤
認
さ
れ

た
形
跡

が
顕
著

で
あ

る
。

古
本
説
話
集

の
巻
上

に
お

い
て

「
人
名
ー
和
歌

の
よ

み

手
」
を
含
ま
な

い
表

題
は

こ
の

一
例
だ
け

で
あ

る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
が

い
え
よ
う
。

αD
、
全
四
例

「於

白
川
家
」

(二
四
ー

34
)

「於
右

近
馬
場
」

(二
四
ー

36
)

「於

陸
奥
国

」

(
二
四
ー

37
)

「於
唐
」

(
二
四
1

44
)

②
、
全

四
例

「
死
後
」

(二
四
ー

39

)

「被
流
隠

岐
国
時

」

(二
四
1

45
)
「幼
時
」

(
二
四
ー

47
)

「最
後
」

(二
四
「

56
)

圃

、
巻

二
ー

16
、
27
、
33
、

35
、

36
、

38
、

39
の
計
七
例

剛

説
話

の
表
題
に
あ
ら
わ
れ
る

「或
」

は
き
わ
め
て
少
な

い
。
管
見

の
範
囲

で
は
・

霊

異
記
に
は
な
く
、
今
昔

物
語
集

の
計
三
例

の
用
例

の
他

に
は
、
古
本
説
話
集

に

二
例

、

(上
1

3
「或
人
」
、
上
=

34

「或
女

房
」

)
、
宇
治
拾
遺
物

語
に
三
例

(

五
1

10

「或
僧
」

一
二
ー

21

「或

上
達

部
」
、

=
二
=

7

「或
唐
人
」

)
選
集
抄

に

一
例

(
一
ー

3
「有

僧
」
)
但

し
、
選
集
抄

の
例

は
、
岩
波
文
庫
本

の
底
本

「近

衛
本
」
で
は
別
題

で
あ

る
。
沙

石
集
に

一
例

(六
ー

2

「或
禅
尼
」

)
を
み
る
だ

け
で
あ
る
。

㈲
、
今
昔
物
語
集

の
計

三
例

に

つ
い
て
は
、
巻
二
十
七
、
巻

二
十
八

の
二
例
が
典
拠

未
詳

の
説
話

で
あ

り
、
巻

二
十
九

の
説
話
は
本
文
を
欠

い
て
表
題

だ
け

が
存
在
し

て

い
る
。

「或

」
が
表

題
に
含
ま
れ
て
き
た
過
程

は
、
分

り
に
く

い
。

個
、
勿
論
、
編
著
者

が
記

述
し
た
原
本
に
は
、
第

一
の

エ
ピ
ソ
ー
ド

し
か
な
か

っ
た

も

の
が
、
転

写
の
過
程

の
あ
る
段
階

で
後
人

が
付
加
増
益

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
可
能
性

が
あ
る
が
、
今
昔
物
語
集

の
場
合

は
、
そ
れ
ほ
ど
多

く

の
転
写
は
経
て

い
な

い
と
考

え
ら
れ
る
し
、
現
存
写
本

に
お
お
よ
そ
同
じ
形
で
存
在
す
る
と
す
れ

ば
、

現
存

写
本

の
形

の
ま
ま

で
理
解
す

べ
き

で
あ

ろ
う
。

切

分
類

に
あ
た

っ
て
、

「大
系
」
本

の
訓

み
に
納

得
の

い
か
な
か

っ
た
次

の
計
六

例

の
訓
み
は
改
め
た
上

で
分
類
し

た
。
す
な

わ
ち
、
・
二
六
ー

6
、

二
七
ー

30
、
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二

八
ー

3

、

8
、

21

、

22

の

計

六

例

で
あ

る
。

試

読

と

そ

の

理

由

に

つ

い
て

述

べ

る

べ
き

で
あ

ろ
う

が

、
本

稿

の
論

旨

に
触

れ

る

と

こ

ろ

か

な

い

の
で

、

詳

述

を

さ

け

る

。

別

稿

を

約

し

た

い
。

⑯

、
打

聞

集

、

下

帖

、

2

、

3

、

9

、

11
、

16

、

17

、

19

、

21

の
計

八

例

。
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